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◆ 住 宅 別 人 口 分 析 （ 桃 花 台 ニ ュ ー タ ウ ン の み ）  
≪ 集 合 住 宅 配 置 図 ≫  



 

21 
   

≪ 集 合 住 宅 の ⼾ 数 ≫  
 

  棟 数  部 屋 数  
EV 無 棟 数  

（ ４ 階 以 上 ）  
県 営 住 宅  76 1463 34 
⺠ 間 集 合 住 宅  29 2001 1 
UR 9 334 7 
住 宅 供 給 公 社  4 186 0 
合 計  118 3984 42 

     ※ ⺠ 間 集 合 住 宅 に つ い て は 全 て 分 譲  

≪ 住 居 別 人 口 推 移 ≫  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 
桃 花 台 NT 人 口  23908 23515 23154 22663 
⼾ 建 て 等  15870 15584 15352 15050 
集 合 住 宅  8038 7931 7802 7613 
⼾建て等（指数） 100 98.2 96.7 94.8 
集合住宅（指数） 100 98.7 97.1 94.7 

（ 人 ）  

（ 人 ）  

（ 資 料 ： 住 ⺠ 基 本 台 帳 （ 各 年 10 月 １ 日 現 在 ））  

（ ％ ）  
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≪ 集 合 住 宅 別 人 口 推 移 ≫  
  

  平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 
県 営 住 宅  3116 3032 2955 2790 
⺠ 間 集 合 住 宅  3660 3612 3623 3604 
UR 621 669 648 627 
住 宅 供 給 公 社  358 337 319 310 
寮 ・ 社 宅  252 244 218 234 
老 人 ホ ー ム  31 37 39 48 
合 計  8038 7931 7802 7613 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 人 ）  

（ 人 ）  

（ 資 料 ： 住 ⺠ 基 本 台 帳 （ 各 年 10 月 １ 日 現 在 ））  
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【 県 営 住 宅 】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 ⺠ 間 集 合 住 宅 】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 UR】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 人 ）  

（ 人 ）  

（ 人 ）  

（ 人 ）  

（ 人 ）  

（ 人 ）  
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【 住 宅 供 給 公 社 】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 寮 ・ 社 宅 】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 老 人 ホ ー ム 】   
 
 

 
 

※ 外 国 人 居 住 者 な し 。  

（ 人 ）  

（ 人 ）  

（ 人 ）  

（ 資 料 ： 住 ⺠ 基 本 台 帳 （ 各 年 10 月 １ 日 現 在 ））  

（ 人 ）  
（ 人 ）  
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◆ 人 口 増 減 状 況  
 
    （ H10-H20）  

（ H20-R1）  

（ 出 典 :住 ⺠ 基 本 台 帳 ）  
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◆ 人 口 密 度 の 分 布  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 高 齢 者 増 減 及 び 高 齢 化 率  
 
 
  

人 口 密 度 の 分 布（ R1） 

（ 出 典 :住 ⺠ 基 本 台 帳 ）  

高 齢 者 増 減 状 況（ H17〜 H27） 

（ 出 典 ： 国 勢 調 査 ）  



 

27 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 出 典 ： 国 勢 調 査 ）  

高 齢 化 率 の 分 布  
 （ H17）  

 

（ H27）  
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（ ３ ） 地 区 別 将 来 人 口 見 通 し （ H27 国 勢 調 査 デ ー タ ）  
  

（ 出 典 ： 国 土 交 通 省  将 来 人 口 ・ 世 帯 予 測 ツ ー ル ）  

NT 周辺地域 
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５ 土地利用等                           

（ 1） 土 地 利 用 の 推 移  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

H19 土 地 利 用 現 況  

H30 土 地 利 用 現 況  

（ 資 料 ： 都 市 計 画 基 礎 調 査 ）  
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（ 2） 開 発 許 可 ・ 新 築 動 向  
  ・ 開 発 許 可 の 状 況 （ H19〜 H25）  

・ 新 築 状 況 （ H24〜 H28）  

（ 資 料 ： 都 市 計 画 基 礎 調 査 ）  
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（ 3） 都 市 機 能 の 分 布 状 況  
≪ 医 療 施 設 の 分 布 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪ 通 所 型 介 護 施 設 の 分 布 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
（ 資 料 ： H29 .3 小 牧 市 立 地 適 正 化 計 画 ）  
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≪ 訪 問 型 介 護 施 設 の 分 布 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（ 資 料 ： H29 .3 小 牧 市 立 地 適 正 化 計 画 ）  
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≪ 保 育 園 の 分 布 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪ 幼 稚 園 の 分 布 ≫  
  

（ 資 料 ： H29 .3 小 牧 市 立 地 適 正 化 計 画 ）  
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≪ 大 型 小 売 店 の 分 布 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪ ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の 分 布 ≫  
 
  

（ 資 料 ： H29 .3 小 牧 市 立 地 適 正 化 計 画 ）  
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≪ コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア の 分 布 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪ 交 流 施 設 の 分 布 ≫  
  

（ 資 料 ： H29 .3 小 牧 市 立 地 適 正 化 計 画 ）  
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≪ 小 学 校 の 分 布 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪ 中 学 校 の 分 布 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（ 資 料 ： H29 .3 小 牧 市 立 地 適 正 化 計 画 ）  
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（ ４ ） 地 価 動 向 （ 地 価 公 示 ）  

  平成 10 年 平成 15 年 平成 20 年 平成 25 年 平成 30 年 平成 31 年 
小 牧 市  100,600 91,200 86,200 83,100 85,800 86,100 
桃 花 台 NT 102,000 94,000 85,000 79,600 77,000 76,300 
NT 周 辺 地 域  63,200 54,000 48,700 43,500 41,900 41,900 

 
  

（ 各 年 １ 月 １ 日 現 在 ）  

（ 円 ）  
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（ 5） 空 き 家 の 分 布 状 況  
空 き 家 の 地 域 別 及 び 区 域 別 ⼾ 数     （ 平 成 28 年 9 月 調 査 時 点 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

第
一
種
住
居
地
域

第
二
種
住
居
地
域

準
住
居
地
域

近
隣
商
業
地
域

商
業
地
域

準
工
業
地
域

工
業
地
域

工
業
専
用
地
域

合
計

小牧南 0 0 0 0 0 32 0 4 1 2 0 2 0 41

小牧 1 0 0 13 0 25 5 0 7 6 0 4 0 61

巾下 34 0 0 1 0 5 0 12 0 0 0 9 0 61

味岡 6 0 0 18 0 37 1 0 1 0 1 1 0 65

北里 15 0 0 12 2 27 0 0 0 0 0 1 0 57

篠岡 49 25 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 78

合計 105 25 0 47 2 126 6 16 9 8 1 17 1 363

市
街
化
調
整
区
域

市街化区域

件数 割合

49 62.8%

29 37.2%

市街化調整区域

市街化区域

件数 割合

市街化調整区域 105 28.9%

市街化区域 258 71.1%

【 市 全 域 】  【 篠 岡 地 区 】  

空 き 家 と は  
本 市 が 、上 水 道 の 閉 栓 情 報 な ど の 机 上
調 査 を も と に 抽 出 し た 空 き 家 候 補 の
う ち 、現 地 調 査 を 行 い 空 き 家 と 判 定 し
た ⼀ ⼾ 建 て 住 宅 の こ と 。  
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（ 6） 桃 花 台 線 旧 車 両 基 地 用 地  
≪ 現 在 の 状 況 ≫  

(1)所 在 地   小 牧 市 光 ヶ 丘 六 丁 目 ４ ３ 番 地   宅 地  33778.10 ㎡  
(2)所 有 権   桃 花 台 新 交 通 ㈱ の 特 別 清 算 に 係 る 和 解 契 約 （ 平 成 21 年 2 月 5

日 締 結 ）に 基 づ き 、代 物 弁 済 と し て 愛 知 県 と 小 牧 市 が 下 記 の 持
分 割 合 に よ り 譲 渡 を 受 け た も の で あ る 。  

 持 分 比 率  土   地  
愛 知 県  93.69％  31,648.31 ㎡  
小 牧 市  6.31％  2,129.79 ㎡  
合  計  100％  33,778.10 ㎡  

≪ 利 活 用 状 況 ≫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用  途  面積・規模 貸 付 期 間  貸 付 先  利 用 状 況  
月 極 駐 車 場  約 8,817 ㎡  

利 用 台 数
334 台  平 成 30 年 度  

〜 令和 3 年度末 名鉄協商㈱ 

現 在 、ほ ぼ 全 箇 所 が 利 用  

P&R 駐 車 場  約 1,098 ㎡  
利 用 台 数  
41 台  

利用者は徐々に増加傾向 
1 日 あ た り 29 台 利 用
(H27.7 月 ) 

送 迎 用  
ロ ー タ リ ー  約 3,716 ㎡  

平成 24 年 11 月〜
令 和 3 年 度 末  

（ 9 年 5 ヶ 月 間 ） 
小 牧 市  ―  

共 有 道 路  
（⻄側法面含む） 

約 758 ㎡  ―  ―  ―  

・ 敷 地 総 面 積    3 3 , 7 7 8 ㎡  
（ 市 街 化 区 域 、 準 工 業 地 域 ）  
・ 利 活 用 済 面 積    1 3, 631 ㎡  

・ 未 利 用 地 面 積     2 0 , 1 4 7 ㎡  

広 場  9 0 0 ㎡  
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（ 7） 交 通  
 
 
  

図  路 線 バ ス 路 線 網 図  

図  こ ま き 巡 回 バ ス コ ー ス 図 （ R2 再 編 予 定 ） 

（ 資 料 ： 小 牧 市 公 共 交 通 マ ッ プ ）  

（ 資 料 ： 小 牧 市 資 料 （ こ ま き 巡 回 バ ス コ ー ス 図 ））  
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図 -公 園 緑 地 整 備 状 況 図

（ 資 料 ： H29 .3 小 牧 市 立 地 適 正 化 計 画 ）  

（ 資 料 ： H29 .3 小 牧 市 立 地 適 正 化 計 画 ）  

（ 8） 都 市 イ ン フ ラ  
図 -都 市 計 画 道 路 整 備 状 況 図 （ H30）  
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（ 9） 防 災 ・ 防 犯  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※  土 砂 災 害 警 戒 区 域 ： 土 砂 災 害 の お そ れ が あ る 区 域 。  
※  土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 ： 土 砂 災 害 警 戒 区 域 の う ち 建 築 物 に 損 壊 が ⽣ じ 、 住 ⺠ に 著 し い 危 害 が ⽣ じ る お

そ れ が あ る 区 域 。  
※  浸 水 想 定 区 域 ： 洪 水 予 報 を 行 う 河 川 、 も し く は 水 位 周 知 を 行 う 河 川 に 指 定 さ れ た 河 川 に つ い て 、 そ の

河 川 が は ん 濫 し た 場 合 に 浸 水 が 想 定 さ れ る 区 域 。  

  

図  浸 水 ・ 土 砂 災 害 の 危 険 箇 所 分 布 状 況  

（ 資 料 ： マ ッ プ あ い ち （ 土 砂 災 害 情 報 マ ッ プ H30 .10 月 時 点 ）、 国 土 数 値 情 報 、  

５ 河 川 最 大 包 絡 浸 水 深 図 （ 尾 張 建 設 事 務 所 河 川 整 備 課 Ｈ 30 .6 . 19）  
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図  震 度 分 布 図 （ 想 定 濃 尾 地 震 ）  

図  震 度 分 布 図 （ 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 ）  

（ 資 料 ： 小 牧 市 防 災 ガ イ ド ブ ッ ク ）  
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図  犯 罪 発 ⽣ 状 況  
 
  

（ 出 典 ： 市 資 料 ）  

（ 件 ）  

2936 

6353 

3246 

2171 

1374 

347 

897

362
278

130
88 

148 
81 

35 

33 
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1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

H10 H15 H20 H25 H30

市全体 桃花台ニュータウン その他地域NT 周 辺 地 域  
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（ 10） 産 業 系 土 地 利 用 の 動 向  
東 部 地 域 に は 、 市 が 整 備 し た 東 部 工 業 団 地 （ 約 10.89ha）、 ⺠ 間 が 整 備 し た

大 草 檀 之 上 工 業 団 地 （ 約 20.4ha） が あ り ま す 。  
ま た 、 小 牧 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 全 体 構 想 （ 案 ） で の 産 業 用 地 （ 工 場 及 び

流 通 業 務 等 の 施 設 用 地 、観 光 交 流 用 地 ）に つ き ま し て は 、現 行 の 市 街 化 区 域 内
の 工 業 地 域 及 び 工 業 専 用 地 域 内 に み ら れ る ⼀ 団 の ま と ま り あ る 都 市 的 低 ・ 未
利 用 地 の 有 効 活 用 を 図 っ た 上 で 、 目 標 年 次 （ 2030 年 ） に 不 足 す る 産 業 用 地 を
現 行 の 市 街 化 調 整 区 域 内 の 産 業 候 補 地 区 で 確 保 す る こ と と し て い ま す 。  
 
産 業 候 補 地 区 （ 工 業 ・ 物 流 ゾ ー ン ）  

（都）北尾張中央道の沿道に位置する産業候補地区は、工場や物流、先端産業系
の 新 産 業 、 研 究 開 発 等 に 関 わ る 施 設 と し て の 土 地 利 用 を 想 定 す る 地 区  

 
産 業 候 補 地 区 （ 工 業 ・ 物 流 ・ 地 域 振 興 ゾ ー ン ）  

東部に位置する産業候補地区は、工場や物流、先端産業系の新産業、研究開発等
に 関 わ る 施 設 に 加 え 、 地 域 振 興 系 の 土 地 利 用 を 想 定 す る 地 区  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 資 料 ： 小 牧 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 全 体 構 想 （ 案 ））  

工 業 ・ 物 流 ゾ ー ン  

工 業 ・ 物 流 ・ 地 域 振 興 ゾ ー ン  



 

46 

６ ⾃治会組織・市⺠活動団体の状況               
（ 1） ⾃ 治 会  
・ 東 部 地 域 （ 篠 岡 地 区 ） に は 3３ ⾃ 治 会 （ 区 ） が 存 在 す る 。  
・ そ の う ち の 23 ⾃ 治 会 （ 区 ） は 桃 花 台 ニ ュ ー タ ウ ン に 存 在 す る 。  
・加入率としては、市全域が 80.4％に対して、篠岡地区は 83.4％で 3 ポイント上回っている。 
・ 篠 岡 地 区 の う ち 桃 花 台 ニ ュ ー タ ウ ン に お い て は 、 88.6％ で あ る 。   

町 名  住 基 登 録 世 帯 数  
（ R1.8.1 現 在 ）  

⾃ 治 会 加 入 世 帯 数  
（ 各 区 か ら の 申 告 数 ）  ⾃ 治 会 加 入 率  

大 山  317   115 36 .3% 
野 口  388   370 95 .4% 
林  436   354 81 .2% 
池 之 内  980   742 75 .7% 
上 末  
（ 内 、 稲 葉 台 32）  705   532 75 .5% 
下 末  544   465 85 .5% 

大 草  902 
(大 草 東 ) 260 

57 .9% (大 草 ⻄ ) 196 
（ 小 牧 ヶ 丘 ）  66 

高 根 ⼀ 丁 目 ： 42 
二 丁 目 ： 172 
三 丁 目 ： 174 

388   308 79 .4% 

桃 ケ 丘 ⼀ 丁 目  406  372 91 .6% 
桃 ケ 丘 二 丁 目  131  120 91 .6% 
桃 ケ 丘 三 丁 目  338  295 87 .3% 
古 雅 ⼀ 丁 目  284  282 99 .3% 
古 雅 二 丁 目  315  303 96 .2% 
古 雅 三 丁 目  405  376 92 .8% 
古 雅 四 丁 目  395  343 86 .8% 
篠 岡 ⼀ 丁 目  754  625 82 .9% 
篠 岡 二 丁 目  137  60 43 .8% 
篠 岡 三 丁 目  381  335 87 .9% 
光 ケ 丘 ⼀ 丁 目  706  508 72 .0% 
光 ケ 丘 二 丁 目  452  423 93 .6% 
光 ケ 丘 三 丁 目  344  318 92 .4% 
光 ケ 丘 四 丁 目  329  300 91 .2% 
光 ケ 丘 五 丁 目  439  422 96 .1% 
光 ケ 丘 六 丁 目  136  123 90 .4% 
城 山 ⼀ 丁 目  795  754 94 .8% 

城 山 二 丁 目  773 (ﾊﾟｰｸﾋﾙｽﾞ区 ) 490 88 .0% (県 住 区 ) 190 
城 山 三 丁 目  524  495 94 .5% 
城 山 四 丁 目  350  283 80 .9% 

城 山 五 丁 目  706 （ ５ 区 ）  494 91 .2% （ 県 住 区 ）  150 
桃 花 台 ニ ュ ー タ ウ ン  9,100  8 ,061 88.6% 
篠 岡 地 区 全 体  13,760 11,469 83.4% 
小 牧 市 全 体  68,166 54,780 80.4% 

（ 出 典 ： 市 資 料 ）  



 

47 

≪ 東 部 地 域 の ⾃ 治 会 に お け る 主 な 活 動 紹 介 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

❖ 桃 花 台 ま つ り                         

▸場  所 ： 桃 花 台 中 央 公 園  

▸時  期 ： ７ 月 下 旬 か ら ８ 月 上 旬 の 土 ・ 日 （ ２ 日 間 ）  

（ 昭 和 62 年 に 第 １ 回 が 行 わ れ 、 令 和 元 年 現 在 で 第 33 回 ）  

▸主  催 ： 桃 花 台 区 ⻑ 会 （ 桃 花 台 ま つ り 実 行 委 員 会 ）  

▸代  表 ： 小 柳 松 夫 （ 桃 花 台 ま つ り 実 行 委 員 ⻑ ）  

▸後  援 ： 篠 岡 地 区 区 ⻑ 会 、 中 日 新 聞 社  

▸実  績 ： 約 ４ 万 人 （ ２ 日 間 延 べ 人 数 ）  
 
 

 

 

 

 

 

 

❖ ３ あ い 事 業 （ 古 雅 四 区 ）  

▸内  容  「 芋 の 苗 植 付 け 」 体 験 学 習  

▸時  期  平 成 ２ ９ 年 ５ 月 ２ ７ 日 （ 土 ）  

▸人  数  大 人 ３ ８ 名 、 こ ど も ２ ０ 人  

 

 

 

 

 

 

 

❖ そ の ほ か の 活 動  

地 域 の 防 犯 パ ト ロ ー ル ・ 防 災 訓 練 ・ ご み 置 き 場 の 管 理 な ど  

 

※ 上 記 活 動 紹 介 は 事 例 で あ り 、 活 動 内 容 は ⾃ 治 会 区 毎 で 異 な り ま す 。  
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（ 2） 市 ⺠ 活 動 団 体  
≪ 小 牧 市 市 ⺠ 活 動 推 進 条 例 登 録 団 体 ≫  
・「 小 牧 市 市 ⺠ 活 動 推 進 条 例 」 に よ り 、 登 録 さ れ て い る 市 ⺠ 活 動 団 体 は 、 127 団 体 （ 令

和 元 年 10 月 １ 日 現 在 ） あ り 、 そ の 多 く が 東 部 地 域 で 活 動 さ れ て い る 。  

・ そ の う ち 、 特 に 積 極 的 に 活 動 さ れ て い る 団 体 、 活 動 内 容 は 以 下 の と お り で あ る 。  

 
 
 

 
  

❖ 桃 花 台 を 考 え る 会 （ と う か だ い を か ん が え る か い ）  

【 ま ち づ く り ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 】 

▸活 動 開 始 年 （ 和 暦 ）  2015 年  

▸会 員 数        １ ４ 名  

▸活 動 日 時       定 例 会 ： 第 ２ ⽕ 曜 日 １ ８ 時 ３ ０ 分 〜  

▸活 動 場 所       東 部 市 ⺠ セ ン タ ー  

▸活 動 内 容       桃 花 台 の ま ち の 活 力 の 維 持  

           住 ま い の よ ろ ず 相 談 【毎月第１⽕曜日＠ピアーレ広場】 
 
▸代 表 者 コ メ ン ト    入 居 年 代 層 の 狭 い 桃 花 台 ニ ュ ー タ ウ ン は 、 ⼀ 挙 に

少 子 高 齢 化 が 進 ん で い る 。 高 齢 者 が つ な が り 、 支

え 合 う ま ち 、 若 い 世 代 が 新 た に 流 入 す る 魅 力 あ る

ま ち を 目 指 し 、 桃 花 台 の ま ち の 活 力 の 維 持 を 図 り

た い 。  

❖ ⼀ 寸 奉 仕 こ ま き （ い っ す ん ぼ う し  こ ま き ）  

【 介 護 福 祉・ま ち づ く り・ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 】 

▸活 動 開 始 年 （ 和 暦 ）  2011 年  

▸会 員 数        ２ ３ 名  

▸活 動 日 時       随 時  

▸活 動 場 所       依 頼 者 宅  

▸活 動 内 容       高 齢 者 や 障 が い の あ る 方 の ⼀ 寸 と し た お 困 り 事

に 対 し て お 手 伝 い を さ せ て 頂 い て い ま す 。（ 草 取

り 、 庭 木 の 伐 採 、 窓 拭 き 、 重 い 家 具 の 移 動 ）  
 
▸代 表 者 コ メ ン ト    シ ニ ア 世 代 の 男 性 だ け の チ ー ム で す 。  身 体 を 動

か す 軽 作 業 が 活 動 の 中 心 で す が 、 季 節 ご と の 懇 親

会 も 会 員 の 楽 し み に な っ て い ま す 。 2 カ 月 に 1 度

定 例 会 を 実 施 し て い ま す 。  
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（出典：こまき団体情報ガイドブック「市⺠活動団体」 http：//komaki-guidebook.jp/） 

❖ 兒 の 森 活 動 グ ル ー プ （ ち ご の も り か つ ど う ぐ る ー ぷ ）  
▸活 動 開 始 年 （ 和 暦 ）  2006 年  

▸会 員 数        ２ ８ 名  

▸活 動 日 時       第 1・ 3 日 曜 日  

▸活 動 場 所       兒 の 森  
▸活 動 内 容       里 山 の 整 備 、 子 ど も の 里 山 ⾃ 然 体 験 の サ ポ ー ト  

 

▸代 表 者 コ メ ン ト    私 た ち は 兒 の 森 で 里 山 の 整 備 や ⾃ 然 体 験 活 動 を

行 う ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ で う 。 木 を 切 る こ と が

得 意 な 人 、 昆 虫 や 植 物 、 き の こ が 好 き な 人 、 子 ど

も が 好 き な 人 な ど が 集 ま っ て 活 動 し て い ま す 。  
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≪ そ の 他 未 登 録 団 体 の 活 動 内 容 ≫  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

❖ 小 牧 市 東 部 花 ⽕ の 会  
▸内 容   桃 の 花 花 ⽕ 大 会  

    ・ 打 上 げ 花 ⽕ （ 約 1,000 発 ）、 ス テ ー ジ イ ベ ン ト 、 屋 台   

▸時 期   毎 年 ４ 月 下 旬 （ 平 成 24 年 に 第 １ 回 が 行 わ れ 、 令 和 元 年 現 在 で 第 8 回 ） 

▸場 所   小 牧 市 ⺠ 球 場 ・ 小 牧 市 総 合 運 動 場 （ 陶 グ ラ ウ ン ド ）  

 

 

 

❖ 大 山 川 ホ タ ル の 会  
▸内 容   ホ タ ル の 里 周 辺 の 浄 化 活 動 、 ホ タ ル の 寝 床 つ く り 、  

ホ タ ル ま つ り （ ホ タ ル の 里 で の ホ タ ル 観 賞 会 ） の 開 催  

▸時 期   浄化活動等（年中）、ホタルまつり（毎年 6 月上旬、令和元年現在第３回）  

▸場 所   ホ タ ル の 里  
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７ 地域協議会                                                   

近 年 、都 市 化 の 進 展 や ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 、価 値 観 の 多 様 化 な ど を 要 因 と し た「 地

域 の “絆 力 ”の 低 下 」 や 「 少 子 高 齢 化 と 人 口 減 少 の 同 時 進 行 」 な ど に よ る 扶 助 費 等 義 務

的 経 費 の 増 大 や 税 収 の 減 少 な ど に よ り 、今 ま で ど お り の 行 政 サ ー ビ ス の 継 続 が 困 難 と

な る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ の た め 、 小 牧 に 活 力 の あ る 今 の う ち か ら 、 地 域 が お 互 い に

協 力 し 、助 け 合 う 組 織 づ く り を 検 討 す る 必 要 が あ る こ と か ら 市 全 域 で 以 下 の 図 の よ う

な 「 地 域 協 議 会 」 の 設 立 を 推 進 し て い る 。  

地 域 協 議 会 は 、 地 域 で 助 け 合 う ・ 支 え あ う た め の 新 し い 仕 組 み 。 低 下 し た 地 域 の “絆

力 ”を 高 め 、 区 （ ⾃ 治 会 ） を は じ め と し た 各 種 地 域 団 体 や 地 域 住 ⺠ の 方 々 が 連 携 ・ 補 完

し あ い 、区（ ⾃ 治 会 ）よ り 広 域 で 地 域 活 動 を 効 果 的・効 率 的 に 行 う 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ

組 織 と し て 設 立 を 推 進 し て い る 。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【 地 域 協 議 会 の 設 立 状 況 】  
◇ 市  全  域 ： ９ 小 学 校 区    ◆ 篠 岡 地 区 ： ５ 小 学 校 区  
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☑東 部 地 域 （ 篠 岡 地 区 ） の 地 域 協 議 会 活 動 状 況  
①  陶 小 学 校 区 地 域 協 議 会  

設 立 年 月 日  平 成 27 年 ３ 月 ２ 日  活 動 の 様 子  

代 表 者  落 合  善 造   
 主 な 活 動 拠 点  勤 労 セ ン タ ー  

主 な 活 動 内 容  【 課 題 解 決 事 業 】  

・  学 区 防 災 訓 練 の 開 催  

・  包 括 サ ロ ン の 開 催  

・  い き い き サ ロ ン /オ レ ン ジ カ フ ェ  

・  高 齢 者 の ⽣ 活 サ ポ ー ト 手 法 の 検 討  

【 交 流 促 進 事 業 】   

・  住 ⺠ 交 流 夏 ま つ り の 開 催  

・  陶 っ 子 ド ッ ヂ ビ ー 大 会 の 開 催  

・  陶 っ 子 も ち つ き 大 会 の 開 催  

 
 
 

②  篠 岡 小 学 校 区 地 域 協 議 会  
設 立 年 月 日  平 成 27 年 4 月 5 日  活 動 の 様 子  

代 表 者  深 堀  修   
 主 な 活 動 拠 点  池 之 内 川 南 集 会 場  

主 な 活 動 内 容  【 課 題 解 決 事 業 】    

・  学 区 広 域 防 災 訓 練 の 開 催  

・  し の お か  お た す け 隊 の 支 援  

・ しのおか さわやかウォーキングの開催 

【 交 流 促 進 事 業 】    

・  し の っ 子 ク リ ス マ ス 会  

・  篠 岡 学 区 餅 つ き 大 会  
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③  大 城 小 学 校 区 地 域 協 議 会  
設 立 年 月 日  平 成 29 年 6 月 25 日  活 動 の 様 子  

代 表 者  落 合  利 光   
 主 な 活 動 拠 点  城 山 会 館  

主 な 活 動 内 容  【 課 題 解 決 事 業 】     

・  学 区 防 災 訓 練 の 開 催  

【 交 流 促 進 事 業 】     

・  夕 涼 み 会 の 開 催  

・  大 城 小 学 校 区 ミ ュ ー ジ ッ ク フ ェ ス

テ ィ バ ル の 開 催  

 
④  光 ヶ 丘 小 学 校 区 地 域 協 議 会  

設 立 年 月 日  平 成 30 年 11 月 10 日  活 動 の 様 子  

代 表 者  永 井  基 己   
 主 な 活 動 拠 点  野 口 会 館  

主 な 活 動 内 容  【 課 題 解 決 事 業 】   

・  学 区 防 災 訓 練 の 開 催  

・  学 区 安 全 マ ッ プ の 作 成  

【 交 流 促 進 事 業 】   

・  ウ ォ ー キ ン グ ＆ 交 流 大 会 の 開 催  

 
⑤  桃 ヶ 丘 小 学 校 区 地 域 協 議 会  

設 立 年 月 日  令 和 元 年 6 月 23 日  活 動 の 様 子  

代 表 者  小 柳  松 夫   
 主 な 活 動 拠 点  桃 ヶ 丘 会 館  

主 な 活 動 内 容  【 課 題 解 決 事 業 】   
・ 学 区 防 災 訓 練 の 開 催  
・ 学 区 防 犯 パ ト ロ ー ル の 実 施  
・ サ ロ ン 活 動 の 活 性 化  
【 交 流 促 進 事 業 】    
・ 桃 花 台 ま つ り の 支 援  
（ ブ ー ス の 出 展 ） ※ 令 和 元 年 度 の み  
・ 桃 ヶ 丘 小 学 校 区 レ ク リ エ ー シ ョ ン  

運 動 会  
 （ 出 典 ： 小 牧 市 HPht tps : / / www.c i t y. k omak i . a i ch i . j p / admin/sh i se i / sh i se i / kyoud ou/9/ 25836 .h tm l）  
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８ 住⺠の意識                        

・令 和 元 年 ８ 月 に 実 施 し た「 小 牧 市 ま ち づ く り 推 進 計 画 策 定 に 向 け た ま ち づ く り に 関 す

る 調 査 」 の 結 果 を 抜 粋 し 、 以 下 の 項 目 で 整 理 し た 。  

☑居 住 意 識  
・『 小 牧 市 に 住 み 続 け た い と 思 う か 』 の 問 い に 対 し て 、 住 み 続 け た い と 回 答 し た の は 、

市全域では 85.3%、篠岡地区では 81.6%で市全域よりも 3.7 ポイント低い状況である。  

 【 参 考 】  

小 学 校 区  数 値 （ 住 み 続 け た い と 回 答 し た 割 合 ）  

陶 小 学 校 区  77.4％  

桃 ヶ 丘 小 学 校 区  88.3％  

篠 岡 小 学 校 区  83.8％  

光 ヶ 丘 小 学 校 区  79.8％  

大 城 小 学 校 区  75.4％  

 
☑住 ⺠ 参 加 意 識  
・ 『 区 や 市 ⺠ 活 動 団 体 な ど が 実 施 す る 活 動 に 参 加 し た こ と が あ る か 』 の 問 い に 対 し

て 、 参 加 し た こ と が あ る と 回 答 し た の は 、 市 全 域 で は 38.2%、 篠 岡 地 区 で は 39.5％

で 市 全 域 よ り も 1.3ポ イ ン ト 高 い 状 況 で あ る 。  
【 参 考 】  

小 学 校 区  数 値 （ 参 加 し た こ と が あ る と 回 答 し た 割 合 ） 

陶 小 学 校 区  32.1％  

桃 ヶ 丘 小 学 校 区  39.4％  

篠 岡 小 学 校 区  45.0％  

光 ヶ 丘 小 学 校 区  38.1％  

大 城 小 学 校 区  40.6％  

 

  

（ 出 典 ： 令 和 元 年 度 小 牧 市 ま ち づ く り 推 進 計 画 策 定 に 向 け た ま ち づ く り に 関 す る 調 査 ）  
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９ 地域住⺠のニーズ等                    

（ 1） 地 域 住 ⺠ の 意 向  
地 域 住 ⺠ が 考 え る 地 域 の 環 境 、 日 常 ⽣ 活 に 関 す る ニ ー ズ や 地 域 の 将 来 像 を 、 「 小 牧 市

都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 策 定 に 関 わ る 市 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査 」 を も と に 整 理 す る と も

に 、 学 ⽣ の 意 見 を 抽 出 す る た め に 実 施 し た 中 学 ⽣ ス ク ー ル ミ ー テ ィ ン グ （ 篠 岡 地 区 ）

で 出 た 意 見 を 整 理 し た 。  

<地 域 住 ⺠ ニ ー ズ > 
〔 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 〕  
○ 地 域 の 環 境 や 日 常 ⽣ 活 に 関 す る 満 足 度 ・ 重 要 度 を 地 域 の ニ ー ズ と し て 得 点 化 し て 集

計 し た ニ ー ズ 平 均 得 点 は 、 「 ク ． 鉄 道 や バ ス な ど の 公 共 交 通 の 便 に つ い て （ 10.84） 」

が 最 も 高 く 、 次 い で 「 ケ ． 日 常 の 買 物 の し や す さ (商 店 等 の 充 実 )に つ い て

（ 9.25） 」 、 「 キ ． 地 域 の 防 犯 、 治 安 対 策 に つ い て （ 8.90） 」 と な っ て い る 。  

○ 市 平 均 と 比 較 す る と 、 「 ク ． 鉄 道 や バ ス な ど の 公 共 交 通 の 便 に つ い て 」 、 「 ケ ． 日

常 の 買 物 の し や す さ (商 店 等 の 充 実 )に つ い て 」 「 コ ． 医 療 施 設 (個 人 医 院 な ど )の 利 用

の し や す さ に つ い て 」 の ニ ー ズ 平 均 得 点 が 高 く な っ て い る 。              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 -ニーズ得点のアンケート結果  

（ 出 典 ： 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 地 域 別 構 想 （ 案 ））  
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（ 2） 中 学 ⽣ ス ク ー ル ミ ー テ ィ ン グ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 日  時  令 和 元 年 ８ 月 27日  午 前 9時 15分 か ら 午 前 11時 45分  
■ 場  所  東 部 市 ⺠ セ ン タ ー  講 堂  
■ 参 加 者  篠 岡 ・ 桃 陵 ・ 光 ケ 丘 中 学 校 ⽣ 徒 の み な さ ん  ２ ４ 名  
  

☑東 部 地 区 の よ い と こ ろ  
① 防 犯 ・ 環 境 関 係  
・  都 会 と 比 べ る と ⾃ 然 が た く さ ん あ る 。  
・  緑 道 が 整 備 さ れ て い て 安 全 。  
・  緑 道 の お か げ で 学 校 ま で の 道 が 安 全 。  
・  公 園 が 多 い 。  
・  花 だ ん が 多 く て 良 い !!鮮 や か !! 
・  歩 道 橋 が 多 い 。  
② 住 ⺠ 関 係  
・  交 通 ボ ラ ン テ ィ ア の お 年 寄 り の 方 が 朝 立 っ て く れ て い る 。 → 安 心 感  
・  地 域 の 方 と の 距 離 が 近 い 。  
・  地 域 の つ な が り が 深 い 。  
③ 交 通 ・ 施 設 関 係  
・  巡 回 バ ス の バ ス 停 の 間 隔 が 短 く て 便 利 。  
・  公 共 の 施 設 が 近 く に そ ろ っ て い る 。  
・  公 園 や そ の 他 の 子 ど も が 遊 べ る 施 設 が 多 い !! 
・  歴 史 に 興 味 を 持 て る 場 所 が 多 い !!   
④ 立 地 関 連  
・  名 古 屋 に 近 い 。  
⑤ 観 光 ・ 地 産 関 係  
・  桃 花 台 ま つ り は 毎 年 本 当 に 盛 り 上 が っ て い る か ら い い と 思 う 。  
・  イ ベ ン ト が 多 く 、 人 と の ふ れ あ い が で き る 。 地 域 が 活 気 づ く 。（ 蛍 ま つ り 、

桃 花 台 ま つ り 、 バ ラ ・ ア ジ サ イ ま つ り な ど ）  
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☑東 部 地 区 の 改 善 さ れ た い と こ ろ  
① 防 犯 ・ 環 境 関 係  
・  ポ イ 捨 て を よ く 見 か け る 。  
・  公 園 の ト イ レ を 新 し く キ レ イ な も の に 変 え て ほ し い 。  
・  街 灯 が 少 な い → 夜 暗 い 。  
・  歩 行 者 と ⾃ 転 車 専 用 の 道 路 が 欲 し い 。  
 
② 住 ⺠ 関 係  
・  高 齢 者 と 子 ど も が 関 わ れ る 仕 組 み づ く り 。  
・  子 ど も だ け じ ゃ な く て 高 齢 者 も 住 み や す い 街 に す る 。  
・  外 国 人 が 多 い 。（ 言 葉 の 壁 が あ る ）  
・  高 齢 者 や 足 が 悪 い 人 は 買 い 物 が あ ま り で き な い の で 、移 動 販 売 車 が 来 る と

い い と 思 っ た 。  
 
③ 交 通 ・ 施 設 関 係  
・  駅 が 遠 い 。  
・  バ ス の 本 数 が 少 な い 。  
・  車 が な い と 不 便 。  
・  巡 回 バ ス に つ い て も っ と 広 め る 。  
・  交 通 の 便 を 良 く し て 欲 し い 。（ 特 に 電 車 ）  
・  地 域 の 人 と 関 わ る 場 を 増 や す 。  
・  若 者 向 け 商 業 施 設 が 少 な い 。  
・  フ ァ ミ マ 以 外 の コ ン ビ ニ を 。  
・  飲 食 店 が 少 な い 。  
・  レ ジ ャ ー 施 設 が 少 な い 。  
・  ピ エ ス タ 等 に ス タ バ 、 ミ ス ド 他 色 々 を 。  
・  大 型 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル が 欲 し い 。  
・  人 が 集 ま り そ う な 施 設 、 イ ベ ン ト が 少 な い 。  
 
④ 学 校 関 係  
・  高 校 が 近 く に な い 。  
・  少 子 化 に よ り 、 学 校 人 数 に 差 が あ る 。  
 
⑤ 観 光 ・ 地 産 関 係  
・  桃 農 家 で の 桃 の 栽 培 を 障 が い 者 の 方 に お 手 伝 い を し て い た だ く 。  
・  桃 を 使 っ た お 酒 や ワ イ ン を 小 牧 ワ イ ナ リ ー で 作 っ て も ら う 。  
（ 泉 （ ラ ー メ ン 屋 ） で そ の お 酒 を 出 し て も ら う ）  
・  東 部 地 区 の 桃 や 名 古 屋 コ ー チ ン を 特 産 物 と し て 、ア ピ ー ル !!（ 例 :桃 花 台 ま

つ り に 名 古 屋 コ ー チ ン を 使 っ た 商 品 を 出 店 と し て 出 す ）  
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（ 3） 地 域 の 将 来 像  
○ 市 ⺠ ア ン ケ ー ト 調 査 に お い て 、 地 域 の 将 来 像 に 対 す る 回 答 は 、 「 鉄 道 や バ ス な ど の

公 共 交 通 の 便 が よ い ま ち （ 65.5％ ） 」 が 最 も 多 く 、 次 い で 、 「 お 店 や 銀 行 な ど の ⽣ 活

利 便 施 設 が 充 実 し た ま ち （ 39.5％ ） 」 、 「 医 療 施 設 （ 個 人 病 院 な ど ） が 近 く に あ る ま

ち （ 36.7％ ） 」 と な っ て る 。  

○ 市 平 均 と 比 較 す る と 、 「 鉄 道 や バ ス な ど の 公 共 交 通 の 便 が よ い ま ち 」 、 「 お 店 や 銀

行 な ど の ⽣ 活 利 便 施 設 が 充 実 し た ま ち 」 「 住 宅 中 心 の 静 か で 落 ち 着 い た ⽣ 活 の で き る

ま ち 」 「 医 療 施 設 （ 個 人 病 院 な ど ） が 近 く に あ る ま ち 」 の 回 答 率 が 高 く な っ て い る 。                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 -地域の将来像に対するアンケート結果  

（ 出 典 ： 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 地 域 別 構 想 （ 案 ））  


